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障がい者福祉に関するアンケート調査 

 

 本計画を策定するに当たり、障がい者福祉に関する御意見等を広く伺うため、障がい者福祉に関

するアンケート調査（以下「令和５年度調査」といいます。）を実施しました。令和５年度調査及び

前計画の策定に当たってのアンケート調査（以下「平成３０年度調査」といいます。）の結果を踏ま

え、障がい者福祉の現状を把握しました。 

 

令和５年度調査の期間 

令和５年１０月３０日～同年１２月１日 

令和５年度調査の対象 

１８歳以上の障がい者 １，２１０人 

１８歳未満の障がい児   １１０人 

１８歳以上の一般人    ６５５人 

※障害者手帳台帳・住民基本台帳から無作為抽出 

令和５年度調査の手法 

調査の対象に応じた３つの調査票により実施 

令和５年度調査の回答 

電子申請と郵送（料金受取人払いの返信用封筒を同封）の選択式 

調査対象 
令和５年度調査 参考（平成３０年度調査） 

回答数（回答率） 回答数（回答率） 

障がい者 ６２３件（５１．５％） ５９８件（５４．４％） 

障がい児 ５２件（４７．３％） ４７件（４７．０％） 

一 般 人 ２２２件（３３．９％） ２２６件（３７．７％） 

合 計 ８９７件（４５．４％） ８７１件（４８．４％） 

… 

… 

… 

… 
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障がい者の生活状況 

 

暮らしの状況 

 

 令和５年度調査の結果をみると、障がい者の住まいの状況については「本人又は家族の持ち家」

が６８．４％、「市営住宅・県営住宅、アパート・借家、社宅・社員寮」が２３．６％、「グループ

ホーム」が２．２％であることから、多くの障がい者が地域で生活している状況であることが分か

ります。一方、「施設に入所している」が３．５％、「入院している」が１．９％であることから、

今後、地域生活への移行が見込まれる障がい者も一定数いることが分かります。 

 なお、「その他」の回答者は４人であり、「マンション」が２人、「お泊りのできるデイサービスで

昼夜過ごしている」が１人、未記入が１人であったため、「マンション」と回答した２人は、「市営

住宅・県営住宅、アパート・借家、社宅・社員寮」の人数に加えて算出しています。 

 令和５年度調査の結果と平成３０年度調査の結果を比較すると、おおむね同じ傾向であることか

ら、直近５年間において大きな変動がなかったことが分かります。 

〔あなた本人のお住まいを選んでください。〕 
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選択肢 令和５年度調査 参考（平成 30年度調査） 

■ １ 本人又は家族の持ち家 ６８．４％ ６５．０％ 

■ ２ 市営住宅・県営住宅、アパート・借家、社宅・社員寮 ２３．６％ ２０．０％ 

■ ３ グループホーム ２．２％ ２．４％ 

■ ４ 施設に入所している ３．５％ ８．８％ 

■ ５ 入院している １．９％ ２．４％ 

■ ６ その他 ０．３％ １．５％ 
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 令和５年度調査の結果をみると、持ち家やアパート等で暮らしている障がい者の同居の状況につ

いては「家族と住んでいる」が８０．６％であり、日常生活における主な介助者については「家族

又は親族」が４９．３％であることから、日常生活において家族の存在が大きいことが分かります。 

 なお、日常生活における主な介助者についての「その他」の回答者は、１５人であり、その回答

の一例としては、「老人介護施設」「ケアマネージャー」「入院中」等でした。 

 令和５年度調査の結果と平成３０年度調査の結果を比較すると、おおむね同じ傾向であることか

ら、直近５年間において大きな変動がなかったことが分かります。 

〔持ち家やアパート等で暮らしているあなたは誰と住んでいますか。〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔あなたの日常生活における介助を主に行う方を選んでください。〕 
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選択肢 令和５年度調査 参考（平成 30年度調査） 

■ ア 一人で住んでいる １８．４％ １５．０％ 

■ イ 家族と住んでいる ８０．６％ ８３．４％ 

■ ウ 友人又は知人と住んでいる ０．９％ ０．４％ 

■ エ その他 ０．２％ １．２％ 

選択肢 令和５年度調査 参考（平成 30年度調査） 

■ １ 障がい福祉事業所の支援員やヘルパー ８．０％ １２．９％ 

■ ２ 家族又は親族 ４９．３％ ５３．７％ 

■ ３ 友人又は知人 ２．０％ １．４％ 

■ ４ 介助してもらう人はいない ７．０％ ５．２％ 

■ ５ 介助の必要がない ３１．４％ ２２．６％ 

■ ６ その他 ２．３％ ４．２％ 
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 令和５年度調査の結果をみると、外出の頻度については「週に５日以上」及び「週に３～４日く

らい」の合計が６２．７％であり、外出時における主な介助者については「一人で外出する」が５

２．６％で一番多いものの、次いで「家族又は親族」が３６．８％で多いことから、外出時におい

ても家族の存在が大きいことが分かります。 

 令和５年度調査の結果と平成３０年度調査の結果を比較すると、おおむね同じ傾向であることか

ら、直近５年間において大きな変動がなかったことが分かります。 

〔あなたが外出をする日数は、どのくらいですか。〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔あなたが外出をするときに、主に介助してくれる方を１つだけ選んでください。〕 
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選択肢 令和５年度調査 参考（平成 30年度調査） 

■ １ 週に５日以上 ３６．０％ ３３．９％ 

■ ２ 週に３～４日くらい ２６．７％ ２６．７％ 

■ ３ 週に１～２日くらい ２４．０％ ２２．５％ 

■ ４ １か月に１日くらい ５．２％ ９．２％ 

■ ５ ２～３か月に１日くらい ２．９％ ３．５％ 

■ ６ 半年に１日くらい １．０％ １．７％ 

■ ７ その他 ４．１％ ２．６％ 

選択肢 令和５年度調査 参考（平成 30年度調査） 

■ １ 障がい福祉事業所の支援員・ヘルパー ６．７％ １０．９％ 

■ ２ 家族又は親族 ３６．８％ ３７．８％ 

■ ３ 友人又は知人 １．８％ １．３％ 

■ ４ 一人で外出する ５２．６％ ４６．０％ 

■ ５ その他 ２．１％ ３．９％ 



 ― ４６ ―   

 令和５年度調査の結果をみると、主な外出の目的については「買い物」が３１．５％、「通院又は

デイケア」が１７．３％、「散歩・運動」が１３．５％であることから、日常生活を送るための外出

が多いことが分かります。一方、「障がい者福祉団体の会合・行事」と回答した人も一定数いること

から、障がい者福祉団体の活動が、障がい者の主な外出の目的となっていることが分かります。 

 令和５年度調査の結果と平成３０年度調査の結果を比較すると、おおむね同じ傾向であることか

ら、直近５年間において大きな変動がなかったことが分かります。 

 

〔あなたの主な外出目的を１つ又は２つ選んでください。〕 
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選択肢 令和５年度調査 参考（平成 30年度調査） 

■ １ 企業や公共団体での就労 ９．５％ ６．９％ 

■ ２ 障がい福祉事業所への通所 ５．４％ ７．３％ 

■ ３ 通院又はデイケア １７．３％ ２３．７％ 

■ ４ 市役所への手続 ３．０％ ３．６％ 

■ ５ 買い物 ３１．５％ ２７．７％ 

■ ６ 散歩・運動 １３．５％ １１．４％ 

■ ７ 趣味の活動（旅行、ドライブ等を含みます。） ９．０％ ７．２％ 

■ ８ 友人や知人の家への訪問 １．７％ １．６％ 

■ ９ 障がい者団体の会合・行事（本人活動を含みます。） １．０％ １．８％ 

■ １０ ほとんど外出しない（できない） ６．１％ ６．２％ 

■ １１ その他 ２．１％ ２．６％ 
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障がい者福祉団体 

 

 本市には、障がい者福祉団体の連合会である「平塚市障がい者団体連合会」があります。 

 令和６年４月１日現在において、平塚市障がい者団体連合会に属している障がい者福祉団体は、

平塚市肢体障害者福祉協会、平塚市視覚障害者協会、平塚市手をつなぐ育成会、平塚市聴覚障害者

協会、平塚市腎友会、湘南あゆみ会、平塚地区自閉症児・者親の会（平塚やまびこ会）の７団体で

す。 

団 体 名 住 所 電 話 番 号 

平塚市障がい者団体連合会 

平塚市福祉会館内 ０４６３－８６－６１０２ 

 平塚市肢体障害者福祉協会 

 平塚市視覚障害者協会 

 平塚市手をつなぐ育成会 

 平塚市聴覚障害者協会 

 

平塚市腎友会 

湘南あゆみ会 

平塚地区自閉症児・者親の会 

（平塚やまびこ会） 

  
「障がい福祉の制度案内 令和６（２０２４）年４月版」から抜粋 



 ― ４８ ―   

障がい者福祉団体の紹介 

 

 本計画の策定に当たり、パブリックコメント手続前に、関係団体へのヒアリングを実施しました。 

 その際、障がい者福祉団体から、メッセージを提供していただきましたので、紹介します。 

 

 

平塚市障がい者団体連合会 

 いろいろな障がいを抱えた団体が連合組織を組んで、令和５年に結成５０周年を迎えました。 

 共に生きる社会をめざし、日々努力を重ねるとともに各団体の意見を集約し、市民や官庁にアピ

ールしております。 

 

 

 

 

平塚市肢体障害者福祉協会 

 「平塚市肢体障害者福祉協会」は、市内在住の肢体障害者・内部障害者及び家族やサポート者と

共に、社会的自立と会員相互の親睦をはかりつつ活動しています。 

※活動内容は、勉強会、バスを利用した社会見学、歩行訓練、県スポーツ競技大会の参加活動、ハ

ンドベル演奏、手芸や料理教室での交流会等を通じて社会活動に参加したり、親睦会で会員相互

の交流をはかっています。 

 障害を持っても自宅にこもることのないよう、自分で行動出来る範囲で楽しく活動しています。 

 

  



 ― ４９ ―   

平塚市視覚障害者協会 

 視覚障害者が街を歩くときに、触覚や聴覚などあらゆる感覚を使っています。 

 特に危険で不安なのは、道路を横断するときです。視覚障害者が利用する場所には、音響信号が

必要です。周辺住民をはじめ関係者の皆様のご理解をお願いします。 

 また、点字ブロックの上に置かれた自転車、道に張り出した看板や生垣は、視覚障害者には避け

ることが出来ません。 

 市民の皆様、安全で快適な街づくりに向けて、さらなるご協力をお願いします。 

 

 

 

平塚市手をつなぐ育成会 

 主に知的障がいのある人とその家族、支援者の会です。 

 （一社）全国手をつなぐ育成会連合会、神奈川県手をつなぐ育成会の下部組織として知的障がい

のある人が地域で安心して、あたり前の生活ができる社会の実現に向けて様々な活動をしています。

互いに悩みをわかち合い、心の不安を解消して次の一歩に繋げています。 

＊ 親睦会・バス旅行・茶話会等の会員同士の交流 

＊ お茶・麺類・会員手作り製作品を、ともいきスペース・福祉ショップありがとう・西部福祉会

館・地域イベント等にて販売 

＊ 行政への要望活動、自立支援協議会・障がい福祉相談員等の委嘱委員 

＊ 会報「かわら版」発行・ウェブサイト等での広報活動 

＊ 障害情報発信地「ともいきスペース」（総合体育館２階）での相談・啓発活動 

＊ ボランティア講習会等の講師、障害年金ＤＶＤ研修会等  
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平塚市聴覚障害者協会 

 本会は、会員相互の親睦を図り、また、他の団体や市民との交流を図ることによって、お互いの

人格の向上と、聴覚障害者の福祉の向上を図る事を目的としています。 

事業内容 

 手話講習会(入門･基礎)・一泊旅行･茶話会･バーベキュー会などを行っています。 

 

 

 

平塚市腎友会 

 平塚市腎友会は、腎臓病患者で人工透析を行っている患者の会です。 

 １９８４年発足以来、会員の福祉向上、保健医療の充実、腎臓病予防推進など私たちが安心して

透析生活ができるよう活動を行っています。 

 平塚市では、７５６人が市内７施設と１病院で透析しています。 

 腎友会の会員は、１８１名で２５％に過ぎませんが、何事にも組織離れがすすんでいる中、頑張

っている方です。民生委員さんには、この事情もご理解いただき、平塚市内の透析患者を見守って

頂きたくお願いいたします。 

＊活動内容 

 透析勉強会、講演会、四者懇談会（県、市、透析施設、患者会）患者懇談会、日帰り旅行、パー

クゴルフ大会などを行っています。 
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湘南あゆみ会 

 湘南あゆみ会は、こころの病を持つ人の家族の会です。 

 こころの病は、なかなか他者には分かってもらえず、当事者も家族も孤立しがちです。 

 家族会には、同じような経験をもつ仲間が、大勢いますから安心して話せます。 

 いつでも御連絡ください。交流会・勉強会・啓発活動などを行っています。 

 

 

 

 

平塚地区自閉症児・者親の会（平塚やまびこ会） 

 自閉症（自閉スペクトラム症）は、先天的な脳の機能障がいで、認知やコミュニケーション等に

困難を抱えています。こだわりや感覚過敏など、一人ひとり特性が違うので、個に合わせた配慮が

必要です。外見からはハンディが分かりにくく、誤解されることが多いのですが、几帳面でピュア

な人たちです。 

 私たちは、皆が住み慣れた地域で豊かに暮らせるように活動しています。 

☆親睦（茶話会・レクなど） ☆勉強会（情報交換・施設見学など） 

☆啓発（会報・作品展・れいんまん広め隊・西部福祉ショップ運営など） 
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障がい児の就学状況 

 

平日の日中の状況 

 

 令和５年度調査の結果をみると、障がい児の平日の日中の状況については「小学校・中学校」が

５３．８％、「特別支援学校（小学部・中学部）」が２３．１％であることから、多くの障がい児が

平日の日中は就学していることが分かります。 

 令和５年度調査の結果と平成３０年度調査の結果を比較すると、おおむね同じ傾向であることか

ら、直近５年間において大きな変動がなかったことが分かります。 

 

〔平日の日中は、主にどこで過ごしていますか。〕 
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選択肢 令和５年度調査 参考（平成 30年度調査） 

■ １ 保育所・幼稚園・認定こども園 ９．６％ ４．３％ 

■ ２ 特別支援学校（幼稚部） ０．０％ ０．０％ 

■ ３ 療育施設（児童発達支援事業等） １．９％ ６．５％ 

■ ４ 小学校・中学校 ５３．８％ ３９．１％ 

■ ５ 特別支援学校（小学部・中学部） ２３．１％ １９．６％ 

■ ６ 高等学校 １．９％ ２．２％ 

■ ７ 特別支援学校（高等部） １．９％ １７．４％ 

■ ８ 施設入所・入院中 ０．０％ ０．０％ 

■ ９ どこにも通っていない ５．８％ ６．５％ 

■ １０ その他 １．９％ ４．３％ 



 ― ５３ ―   

幼稚園 

 

 令和６年４月１日現在において、本市には、公立幼稚園が２園、私立幼稚園が１２園の合計１４

園が設置されており、合計３８人の障がい児が通園しています。 

 公立幼稚園については、在籍児数２８人のうち６人が障がい児であり、その比率は２１．４％で

した。一方、私立幼稚園については、在籍児数１，３２５人のうち３２人が障がい児であり、その

比率は２．４％でした。よって、幼稚園全体としての障がい児の比率は、２．８％でした。 

 平成３０年頃における幼稚園全体としての障がい児の比率が０．７％であったことから、直近５

年間において、障がい児が身近になってきていることが分かります。 

 

幼稚園における障がい児数（令和６年４月１日現在） 

区分 園数 定員 在籍児数 障がい児数 障がい児比率 

公立幼稚園 ２園 ７０人 ２８人 ６人 ２１．４％ 

私立幼稚園 １２園 ２，５２０人 １，３２５人 ３２人 ２．４％ 

幼稚園：合計 １４園 ２，５９０人 １，３５３人 ３８人 ２．８％ 

（平塚市教育委員会学校教育部学務課調べ） 

参考：幼稚園における障がい児数（公立：令和元年５月１日現在、私立：平成３０年５月１日現在） 

区分 園数 定員 在籍児数 障がい児数 障がい児比率 

公立幼稚園 ４園 １４０人 ６６人 ６人 ９．１％ 

私立幼稚園 ２２園 ３，７７０人 ２，５８７人 １２人 ０．５％ 

幼稚園：合計 ２６園 ３，９１０人 ２，６５３人 １８人 ０．７％ 

（前計画から抜粋。平塚市教育委員会学務課調べ・神奈川県私学振興課調べ） 

  



 ― ５４ ―   

保育園 

 

 令和６年４月１日現在において、本市には、公立保育園が７園、私立保育園が３７園の合計４４

園が設置されており、合計６３人の障がい児が通園しています。公立保育園については、在籍児数

５１２人のうち１９人が障がい児であり、その比率は３．７％でした。一方、私立保育園について

は、在籍児数３，２９２人のうち４４人が障がい児であり、その比率は１．３％でした。よって、

保育園全体としての障がい児の比率は、１．７％でした。 

 平成３１年４月１日現在における保育園全体としての障がい児の比率が１％であったことから、

直近５年間において、障がい児が身近になってきていることが分かります。 

 

保育園における障がい児数（令和６年４月１日現在） 

区分 園数 定員 在籍児数 障がい児数 障がい児比率 

公立保育園 ７園 ５８３人 ５１２人 １９人 ３．７％ 

私立保育園 ３７園 ３，２９４人 ３，２９２人 ４４人 １．３％ 

保育園：合計 ４４園 ３，８７７人 ３，８０４人 ６３人 １．７％ 

（平塚市健康・こども部保育課調べ） 

参考：保育園における障がい児数（平成３１年４月１日現在） 

区分 園数 定員 在籍児数 障がい児数 障がい児比率 

公立保育園 ７園 ５８３人 ５８６人 １２人 ２．０％ 

私立保育園 ３１園 ２，９６６人 ３，１２３人 ２５人 ０．８％ 

保育園：合計 ３８園 ３，５４９人 ３，７０９人 ３７人 １．０％ 

（前計画から抜粋。平塚市保育課調べ） 

 

  



 ― ５５ ―   

認定こども園 

 

 令和６年４月１日現在において、本市には、公立認定こども園が１園、私立認定こども園が９園

の合計１０園が設置されており、合計６人の障がい児が通園しています。公立認定こども園につい

ては、在籍児数１１１人のうち３人が障がい児であり、その比率は２．７％でした。一方、私立認

定こども園については、在籍児数２９９人のうち３人が障がい児であり、その比率は１％でした。

よって、認定こども園全体としての障がい児の比率は、１．５％でした。 

 平成３１年４月１日現在における認定こども園全体としての障がい児の比率が１.２％であった

ことから、直近５年間において、障がい児が身近になってきていることが分かります。 

 

認定こども園における障がい児数（令和６年４月１日現在） 

区分 園数 定員 在籍児数 障がい児数 障がい児比率 

公立認定こども園 １園 １１０人 １１１人 ３人 ２．７％ 

私立認定こども園 ９園 ２４１人 ２９９人 ３人 １．０％ 

認定こども園：合計 １０園 ３５１人 ４１０人 ６人 １．５％ 

（平塚市健康・こども部保育課調べ） 

参考：認定こども園における障がい児数（平成３１年４月１日現在） 

区分 園数 定員 在籍児数 障がい児数 障がい児比率 

公立認定こども園 １園 １５０人 １５３人 ３人 ２．０％ 

私立認定こども園 ５園 ６８５人 ６９８人 ７人 １．０％ 

認定こども園：合計 ６園 ８３５人 ８５１人 １０人 １．２％ 

（前計画から抜粋。平塚市保育課調べ） 

 

  



 ― ５６ ―   

特別支援学級 

 

 令和６年４月１日現在において、本市には、特別支援学級が、小学校に１１４学級、中学校に５

５学級設置されており、合計７７４人の児童・生徒が在学しています。 

 

特別支援学級の状況（令和６年４月１日現在） 

区分 小学校の学級数 小学校の在籍者数 中学校の学級数 中学校の在籍者数 

知的障がい ３４学級 １６３人 １８学級 ８７人 

肢体不自由 ９学級 １８人 ４学級 ５人 

病弱・身体虚弱 ６学級 ６人 ４学級 ５人 

難聴 ４学級 ４人 ２学級 ２人 

自閉症・情緒障がい ５８学級 ３３０人 ２６学級 １５０人 

弱視 ３学級 ３人 １学級 １人 

集計 １１４学級 ５２４人 ５５学級 ２５０人 

（平塚市教育委員会学校教育部子ども教育相談センター調べ） 

参考：特別支援学級の状況（平成３１年４月１０日現在） 

区分 小学校の学級数 小学校の在籍者数 中学校の学級数 中学校の在籍者数 

知的障がい ３１学級 １３７人 １７学級 ７２人 

肢体不自由 ７学級 １０人 ５学級 １０人 

病弱・身体虚弱 ５学級 ５人 １学級 １人 

難聴 ３学級 ３人 ０学級 ０人 

自閉症・情緒障がい ４５学級 ２４５人 ２０学級 ９９人 

弱視 ０学級 ０人 ０学級 ０人 

集計 ９１学級 ４００人 ４３学級 １８２人 

（前計画から抜粋。平塚市教育委員会子ども教育相談センター調べ） 



 ― ５７ ―   

通級指導教室 

 

 本市には、小学校に通級指導教室が設置されており、合計１９２人の児童が通級しています。 

 

通級指導教室の状況（令和６年４月１日現在） 

区分 言語障がい 難聴 発達障がい 合計 

小学校 １２０人 ８人 ６４人 １９２人 

（平塚市教育委員会学校教育部子ども教育相談センター調べ） 

参考：通級指導教室の状況（平成３１年４月１０日現在） 

区分 言語障がい 難聴 発達障がい 合計 

小学校 １２３人 １２人 ６２人 １９７人 

（前計画から抜粋。平塚市教育委員会子ども教育相談センター調べ） 

 

 通級指導は、障がいによる困難を改善・克服するため、一人一人の状況に応じて行っています。 

 
文部科学省「通級による指導を担当する教師のためのガイド」から抜粋 


